
平成２７年度事業報告書

(平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで) 
公益財団法人成羽町美術振興財団

平成 27年度は前年度からの継続企画展「三沢厚彦アニマルズ展」で幕を開け、夏の企画展とし
てはパナソニック 汐留ミュージアムの力を得て岡山県下初のジョルジュ・ルオー展を開催し好

評を得た。さらに秋にはシリーズ「アート・ビジョン」第 9弾として新進気鋭の現代美術家であ
る田中偉一郎の美術館初個展を開催し美術関係者たちの注目を集めた。同時に夏には成羽の植物

化石を取り上げ、岡山大学の力を得て 4年連続となる「成羽化石産地見学会」を実施した。
また開館 20周年記念事業として前年度立ち上げた新カタログ編集制作では、植物化石カタログ

に引き続き館蔵の児島虎次郎絵画所蔵品カタログの製作を緒につけ推進した。

秋には、一昨年開催した「児島虎次郎と呉昌碩展」の縁により、中国安吉県の呉昌碩紀念館館

長を迎え美術館並びに高梁市を案内、1月には中国を訪問し美術館友好館締結への一歩を踏み出
し今後の相互交の道を開いた。

定款第４条第１項第１号、第２号事業

１．展覧会事業

①「三沢厚彦 アニマルズ 2015 in 成羽」
会 期 平成 27年 1月 31日(土)～5月 31日(日) 
会 場 高梁市成羽美術館 2階絵画展示室、1階絵画展示室、オリエント展示室、

多目的展示室、ロビー

主 催 高梁市成羽美術館、読売新聞社、美術館連絡議会

内 容 現代彫刻界を代表する美術家 三沢厚彦氏の過去 10 年間に制作した
「ANIMALS」シリーズを展観。今展は、周囲の然や外光を取り込む安藤忠
雄氏の特異な建築空間と動物達とのコラボレーションが見どころの一つとなっ

ており、会場を巡りながら作品を見つけてゆくという楽しみ方も提案した。

圧倒的な存在感の大型彫刻作品などをいろいろな方向から鑑賞することができ、

入館者は思い思いに三沢アニマルズとの出会いを楽しんでいた。会期中は作家

によるワークショップや対談、ギャラリートークを行った。

出品総 70点（木彫 49点、平面 21点）
観 覧 料 一般 1,000円、高大生 65歳以上 700円、中生 400円
利 用 者 6,136名＊（4月 1日～5月 31日）

（＊印の利用者は、常設展など同時開催の他展の入場者と重複している。）

②「パナソニック 汐留ミュージアム所蔵 ジョルジュ・ルオー展」

会 期 平成 27年 7月 4日(土)～9月 13日(日) 
会 場 高梁市成羽美術館 2階絵画展示室、1階絵画展示室
主 催 高梁市成羽美術館



 力 パナソニック 汐留ミュージアム、倉敷芸術科学大学

内 容 国内屈指のルオーコレクションを誇るパナソニック 汐留ミュージアムの力

を得て、初期から晩年までの油彩画や代表的な版画連作を展示。中でも戦争の

惨禍をテーマとした版画≪ミセレーレ≫が好評を博し、ルオー芸術の真価を披

露する機会となった。関連事業としては、地元 倉敷芸術科学大学とのコラボレ

ーション企画「ライブペインティング 私にとってのルオー」を実施した。

出品総 125点
観 覧 料 一般 800円、高大生 65歳以上 600円、中学生 300円
利 用 者 6,136名＊

③「アート・ビジョン Vol.9 田中偉一郎の芸術はノー・ビジョン」
会 期 平成 27年 10月 3日(土)～12月 25日(金) 
会 場 高梁市成羽美術館 1階絵画展示室、多目的展示室、ロビー、館内外
主 催 高梁市成羽美術館

内 容 同時代のアートの動向を探る試み、シリーズ「アート・ビジョン」第 9 弾に、
技法や場所、作家性にとらわれず、時代をウィットに富んだ視点で映し出す美

術作家・田中偉一郎氏を迎えた。ノーメッセージ、ノーミーンを旗印に動画・

写真・オブジェなどを発表してきた田中偉一郎の代表作や今展のための新作な

どを展観した。中でも美術館の石垣に巡らした≪芸術のぼり旗≫、館壁面に掲

げた≪ストリート・デストロイヤー≫は街行く人の興味を引き、その景色に多

くの関心を集めた。東京在住の作家にとっては、本展が美術館初個展というこ

ともあり、遠方から足を運ぶファンや美術関係者も目立った。

出品総 28点
観 覧 料 一般 600円、高大生 65歳以上 500円、中生 300円
利 用 者 2,383名＊

④常設展

児島虎次郎展示室 児島虎次郎の画業を紹介。

作品の貸出状況や企画展に合わせて展示替えを実施。

1階絵画展示室 『児島虎次郎とその周辺』

『土の画家たち』

オリエント展示室 『児島虎次郎エジプトコレクション』

化石展示室 『成羽の化石 植物化石を中心に』

２．所蔵品カタログ制作事業

『高梁市成羽美術館所蔵品選 児島虎次郎』

所蔵品中、児島虎次郎絵画作品と児島と交のあった近代の画家、甥の彫刻家 児島矩一作

品を収録した館蔵品カタログを制作した。

なお本カタログは、成羽出身の伊藤謙介様のご寄附によって制作した。



３．児島画伯の画業顕彰事業

①児島虎次郎を偲ぶ絵画展

市内 16学校、7中学校から 1,247点の出品があった。平成 27年 12月 19日（土）に
審査を行い、展示作品 255点、学年から 1点の児島賞と渡辺賞をそれぞれ 9点、作 65
点を選び、平成 28年 1月 13日(水)に表彰式を挙行した。児島賞、渡辺賞受賞作品は美術
館で保管し、受賞者には写真（キャビネ版）に仕上げ贈った。

なお作品展示は平成 28年 1月 9日(土)から平成 28年 2月 7日(日)まで多目的展示室に
おいて行なった。その後 2月 20日(土)から 3月 1日(火)まで、児島賞、渡辺賞作品 18点
を有漢生涯学習センターで巡回展示した。

関連行事 審査員による講評会 1月 13日(水) 講 森下修三氏

利 用 者 847名＊

４．調査研究事業

①視察、次年度以降展覧会に関する調査活動

・他館展覧会等視察（4月）
・土門拳展調査（9・10月）
②研究会、研修活動

・岡山県博物館議会理事会・総会出（5月岡山）
・全国美術館会議総会・規模館研究部会総会出（5月福島）
・美術館連絡議会総会出（10月東京）
・文化主催ミュージアムマネジメント研修参加（12月東京）
・公益法人情報交換会参加（11月岡山）

③所蔵品修復と所蔵品貸出

所�蔵�品�の�修�復�[[ 66点�]]
児島虎次郎 ≪岡山孤児院≫ ≪なさけの庭のための習作≫

太田喜二郎 ≪エスコー河岸≫ ≪暖き日≫

吉田 苞 ≪楚州城≫

田村孝之助 ≪ビルマの女≫

所�蔵�品�貸�出	

・児島虎次郎≪金魚の池≫

展覧会名 「日韓近代美術家のまなざし―「朝鮮」で描く」

貸出期間 平成 27年 10月 18日～平成 28年 2月 6日
会 場 神奈川県立近代美術館（平成 27年 4月 4日～5月 6日）

新潟県立万代島美術館（平成 27年 5月 16日～6月 28日）
岐阜県美術館（平成 27年 7月 9日～8月 23日）
北海道立近代美術館（平成 27年 9月 1日～10月 12日）
城市立美術館（平成 27年 10月 23日～12月 6日）
福岡アジア美術館（平成 27年 12月 17日～平成 28年 2月 2日）



・児島虎次郎≪登校≫≪来紅と子供≫

展覧会名 「こどもとファッション」

貸出期間 平成 28年 2月 9日～平成 28年 9月 15日
会 場 島根県立石見美術館（平成 28年 2月 27日～4月 11日）

神戸ファッション美術館（平成 28年 4月 23日～6月 5日）
東京庭園美術館（平成 28年 7月 16日～8月 31日）

５．美術教育普及事業

①三沢厚彦展 ワークショップ「動物を彫る」 4月 11日(土) 
講  三沢厚彦氏

参加者 16名
②三沢厚彦展 対談 5月 9日(土) 
講  三沢厚彦氏、神奈川県立近代美術館館長 水沢 勉氏

参加者 約 60名
③三沢厚彦展 アーティストトーク 5月 31日(日) 
講  三沢厚彦氏

参加者 約 100名
④ジョルジュ・ルオー展 展覧会解説 7月 4日(土) 
講  澤原一志館長 ※当初予定より変更

参加者 約 65名
⑤ジョルジュ・ルオー展 ライブ・ペインティング「私にとってのルオー」

 7月 19日(日) 
制 作 倉敷芸術科学大学油画コース学生

⑥ジョルジュ・ルオー展 記念講演会「ルオー：聖なる愚者」 8月 1日(日) 
講  岡山大学文学部教授 鈴木道剛氏

参加者 約 50名
⑦成羽化石産地見学会 9月 21日(月・祝) 
講  岡山大学理学部教授 鈴木茂之氏

参加者 10名
⑧田中偉一郎展「田中偉一郎のノー・ビジョン・トーク」 10月 3日(土) 
講  田中偉一郎氏

参加者 約 45名
⑨田中偉一郎展「田中偉一郎のノー・ビジョン・ライブ」 11月 22日(日) 
出 演 田中偉一郎氏

参加者 約 90名（2回合計）



⑩地域の学校教育への力

企画展見学 高梁中央保育園 5歳児 22名  4月 22日
企画展見学 成羽学校学童保育 3名 4月 25日
企画展見学 鶴鳴保育園 64名 5月 22日
化石学習 高梁高校 5名 8月 4日
総合学習 高梁東中学校 1年生 3名 11月 25日
児島虎次郎学習 川面学校 4年生 15名 2月 4日

〇
ナ�リ�ワフ�ロ�ー�ラ�プ�ロ�ジ�ェ�ク�ト� 岡山県立大学の力による

岡山県立大学デザイン学部テキスタイルコースの学生 5 名が、成羽の新種化石をモチーフ
にした化石グッズを開発し、ショップで販売した。（販売期間 7月 18日～9月 13日）

定款第４条第１項第３号事業

１．グループ活動作品展（場所 多目的展示室）

①水墨画教室作品展

会 期 平成 27年 8月 19日(水)～8月 30日(日) 
出品点 58点（18名）
利 用 者 997名＊

②ふしぎな花倶楽部押し花教室作品展

会 期 平成 27年 9月 2日(水)～9月 13日(日) 
出品点 78点（10名）
利 用 者 1,548名＊

③なりわ工芸品同好会作品展

会 期 平成 28年 2月 10日(水)～2月 21日(日) 
出品点 96点（11名）
利 用 者 424名＊

④絵画グループ「ブロッサム」作品展

会 期 平成 28年 2月 24日(水)～3月 6日(日) 
出品点 52点（13名）
利 用 者 304名＊

⑤吹屋ベンガラ焼「炎の会」作陶展

会 期 平成 28年 3月 9日(水)～3月 21日(月・振) 
出品点 124点（28名）
利 用 者 353名＊

⑥習字グループ作品展

会 期 平成 28年 3月 24日(木)～4月 3日(日) 
出品点 25点（8名）
利 用 者 183名＊



２．情報収集活動

・他館展示、イベント参加による情報収集、調査（7・11・12・1月）

３．報啓発活動

①機関紙の発行

「高梁市成羽美術館だより」32号 1,000部発行し、関係機関に配布。
②特別展、企画展ごとにポスター、チラシを配布し、周知を図った。

③市報への寄稿（毎月）

④NHK、民間放送、有線テレビでの放送、新聞連載記事原稿提供

定款第４条第１項第４号事業

１．施設管理事業

①中央監視盤タッチパネル取替修理（高梁市）

②施設・設備修繕計画に向けて高梁市との打合せ、調査（照明、空調、池等）

③空調機、昇降機、動、化槽、消防設備、電気関係定期点検

④「成羽美術館の環境を守る会」活動

・平成 27年 6月 17日(水) 11時～12時 総会 参加者 17名
・平成 27年 6月 27日(土) 8時～10時 植栽剪定、雑草除去 参加者 46名
・平成 27年 9月 12日(土) 8時～10時 植栽剪定、雑草除去 参加者 51名

定款第４条第１項第５号事業

１．ショップ・喫茶運営

特別展、企画展会期中は、作品の関連グッズや、関係書籍を仕入れ販売した。喫茶では利用

者状況に合わせ、ランチ・デザート・ドリンクメニューを提供した。平成 27年 7月よりショ
ップ・喫茶を設、喫茶メニューをドリンクのみとし、業務効率化を図った。



事業報告の附属明細書

１．役員等に関する事項 平成 28年 3月 31日現在
役職名 氏 名 就任年月日 備 考

理事長 児嶋塊太郎 平成 26年 5月 24日 陶芸家、倉敷芸術科学大学副学長

副理事長 渡邉酵造 平成 26年 5月 24日 学識経験者

常務理事 澤原一志 平成 26年 5月 24日 学識経験者

理事 大原謙一郎 平成 26年 5月 24日 (公財)大原美術館理事長
理事 谷一 尚 平成 26年 5月 24日 (一財)林原美術館館長
理事 柳井 新 平成 26年 5月 24日 学識経験者

監事 森下修三 平成 26年 5月 24日 洋画家、元中学校長

監事 渡邉俊雄 平成 26年 5月 24日 前備北商工会事務局長、元成羽病院事務長

評議員 西井節壽 平成 24年 4月 1日 前高梁市教育委員会教育長

評議員 仲田泰彦 平成 24年 4月 1日 前高梁商工会議所会頭

評議員 下西之 平成 24年 4月 1日 高梁市文化連盟会長

評議員 宮本浩次 平成 24年 4月 1日 建築士

評議員 官尾雅彦 平成 24年 4月 1日 元高梁市教育委員長

評議員 大原秀行 平成 24年 4月 1日 絵画修復家、吉備国際大学教授

評議員 森山知己 平成 24年 4月 1日 日本画家

２．職員に関する事項 平成 28年 3月 31日現在
職 名 氏 名 採用年月日 事務分掌 備 考

常務理事 澤原一志 平成 15年 5月 31日 総括・渉外 館長

学芸員 渡辺浩美 平成 5年 4月 1日 学芸係 市教育委員会主査出向

主事 大東明子 平成 6年 11月 1日 庶務係

主事 平松朋子 平成 23年 4月 1日 庶務係

時職員 田陽子 平成 19年 4月 1日 販売担当



３．役員会などに関する事項（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）
（１）理事会

開催年月日 議事事項 会議の結果

平成 27年 4月 26日
（書面による）

第 1号議題 平成 27年度第 1回評議員会の招集に
ついて

原案承認

平成 27年 5月 17日 第 1 号議題 平成 26 年度事業報告・計算書類の承認
について

第 2号議題 処務規程・事務決裁規程の廃止と事務

規程の制定について

第 3号議題 会計規程の改定について

第 4号議題 非常勤職員取扱規程の廃止について

原案承認

平成 28年 2月 12日
（書面による）

第 1号議題 平成 27年度第 2回評議員会の招集に
ついて

原案承認

平成 28年 3月 13日 第 1号議題 理事会運営規程の改定について

第 2号議題 評議員会運営規程の制定について

第 3号議題 契約事務規程の改定について

第 4号議題 文書取扱規程の改定について

第 5号議題 財団法人成羽町美術振興財団情報公開

規程の改定について

第 6号議題 職員の退職当に関する規程の改定に

ついて

第 7号議題 育児休業及び育児短時間勤務に関する

規程の改定について

第 8号議題 平成 27年度収支補正予算の決議
第 9号議題 平成 28年度事業計画、収支予算の決議
第 10号議題 平成 28年度高梁市成羽美術館管理運営

年度定書の締結について

原案承認

（２）評議員会

開催年月日 議事事項 会議の結果

平成 27年 5月 17日 第 1 号議題 平成 26 年度事業報告書、貸借対照表、
正味財産増減計算書及び財産目録の

承認について

原案承認

平成 28年 3月 13日 第 1号議題 平成 27年度収支補正予算の承認に
ついて

第 2 号議題 平成 28 年度事業計画・収支予算の承認
について

第 3 号議題 平成 28 年度高梁市成羽美術館管理運営
年度定書の締結について

原案承認

４．主務官等の認定・許可・認可及び承認に関する事項

（１）申請報告書等に関する事項

提出年月日 事 項 提出先

平成 27年 6月 28日 平成 26年度事業報告書 岡山県知事

平成 28年 3月 30日 平成 28年度事業計画書 岡山県知事

（２）許可・認可及び承認に関する事項

認定・許可・認可及び承認年月日 事 項 備 考

なし



５．入館者、収入等（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）
月 入館者（人） 入館料（円） 開館日（日） 総利用者（人）

４月 1,909 1,123,920 26 2,089
５月 3,905 2,331,260 27 4,047
６月 0 0 0 0
７月 1,961 1,013,780 24 2,047
８月 2,353 1,115,280 26 2,451
９月 1,781 662,520 17 1,896

１０月 804 318,630 25 891
１１月 914 346,280 25 1,024
１２月 406 133,400 22 468
１月 636 32,100 23 694
２月 753 55,600 24 805
３月 648 81,640 27 712
計 16,070 7,214,410 266 17,124

月 ショップ売上（円） 喫茶売上（円）
展示室等使用料

（円）

美術資料等利用料

（円）
雑入（円）

４月 866,060 233,250 0 0 0
５月 1,528,693 439,600 0 0 0
６月 0 0 0 0 0
７月 604,914 123,950 0 0 0
８月 527,004 153,420 0 0 0
９月 344,200 139,125 0 0 0

１０月 106,347 38,664 0 0 0
１１月 121,370 30,100 0 400 0
１２月 46,339 21,350 0 0 0
１月 37,169 26,950 0 0 0
２月 38,935 58,450 600 0 0
３月 67,911 61,250 0 1,000 0
計 4,288,942 1,326,109 600 1,400 0



   





   

   
   

   
   
   
   

   
   
   
   

   
   
   

   
   
   

   


   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   











   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

   
   


   

   

   
   
   

   
   


   
   

   
   

   
   
   

   
   

   
   
   




   



   
   
   
   

   



   
   
   


   
   
   
   
   
   

   



   
   

   


   

   
   



   
   
   

   
   
   


   
   

   














    

    










  
 

   
   

 
   

 
 

    

   
  
  

 
 

  
 


  

 
 

 
 


  

 
 




    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
   

 
 
 

 


    



 






























 

   

    

    

    



    

    

    

    

    

   

 













    

    

    



    

    

    

    

    

   





















































   

   

   







 



 




















  

































 











 





 




